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これからのお寺　これからの霊園
葬儀・法事・仏事・生前戒名のご相談はお気軽にどうぞ日々 新た

告知！
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成
７月１日受付開始
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成
７月１日受付開始
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葬
儀
で
引
導
を
渡
し
た
か

ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
人
が

た
だ
ち
に
納
得
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
お
れ
は
死
ん
で
な
ん
か
い

な
い
ん
だ
」
と
拒
否
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
本
人
」
の
も
と

も
と
の
性
格
も
あ
り
ま
す
。

　

生
き
て
い
る
人
間
が
さ
ま

ざ
ま
な
よ
う
に
、
故
人
の
性

格
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

生
前
、
も
の
わ
か
り
の
悪

か
っ
た
人
が
、
死
ん
だ
か
ら

と
い
っ
て
も
の
わ
か
り
が
よ
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生

前
、
頑
固
だ
っ
た
人
が
死
ん
で

素
直
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
疑
り
深
い
人
は
、

死
後
も
疑
り
深
い
。
あ
き
ら
め

の
悪
い
人
は
、
死
ん
で
も
あ
き

ら
め
が
悪
い
。
生
前
の
性
格
は

死
後
も
そ
の
ま
ま
な
の
で
す
か

ら
、
自
分
の
死
を
な
か
な
か
認

め
よ
う
と
し
な
い
人
も
い
る
わ

け
で
す
。

　

ま
た
、
な
か
に
は
未
練
や
執

着
が
あ
ま
り
に
強
か
っ
た
り
、

疑
り
深
い
性
格
な
ど
か
ら
、
自

分
の
死
を
ま
っ
た
く
納
得
し
な

法
要
が
必
要
な
わ
け

い
で
い
る
人
も
い
ま
す
。
そ
う

な
り
ま
す
と
、
こ
の
世
で
亡
霊

と
な
っ
て
長
い
間
さ
ま
よ
う
こ

と
も
あ
り
う
る
わ
け
で
す
。

　

だ
か
ら
、
繰
り
返
し
繰
り

返
し
「
あ
な
た
は
死
ん
だ
の

だ
」
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る

た
め
に
、
葬
儀
の
後
に
も
法

要
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。

■
大
島
祥
明
著
『
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
、
で
は
な
か
っ
た
』

よ
り
引
用
。

▽
同
著
の
問
い
合
わ
せ
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【
大
島
祥
明
】
１
９
４
４
年

大
阪
市
生
ま
れ
。
仏
教
大
学
・

同
大
学
院
修
了
（
文
修
）、

浄
土
宗
正
僧
正
。
87
年
12
月
、

船
橋
市
上
山
町
に
大
念
寺
開

山
。
08
年
５
月
、
同
市
馬
込

町
に
新
寺
移
転
。

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

念
々
寄
席
第
278
回

7
月
24
日
　

木
　

午
後
６
時
よ
り
８
時
頃

今月の出演

木
戸
銭

３
０
０
円

古
今
亭 

菊
之
丞

三
遊
亭  

時  

松

（　）

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

大念寺 船橋市馬込町1120
電話047(439)6547会場
8月  3日（日）
=毎月第一日曜日＝

写経会 第315回 法話会第166回
午前9時～10時

大念寺の月例催し大念寺の月例催し

午前10時１５分～
　　　１1時30分

会費５００円

会費無料

心を込めて「般若心経」を毛
筆で写経。最初から上手な人
はいません。積み重ね、続ける
ことが大切。用具不要、納経致
します。お気軽にどうぞ

住職を囲んで法
話と仏事の相談

　

毎
年
７
月
第
４
日
曜
は

「
親
子
の
日
」。
こ
の
「
親
子

の
日
」
は
写
真
家
の
ブ
ル
ー

ス
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
氏
が
提
唱

し
た
も
の
で
、
今
年
で
12
年

目
に
な
る
。

　

氏
は 

１
９
８
０
年
に
来

日
、「
親
子
」
を
テ
ー
マ
に
30

年
以
上
に
わ
た
り
写
真
撮
影

を
続
け
て
い
る
。
こ
の
間
、

５
０
０
０
組
以
上
の
日
本
の

親
子
を
撮
影
。
多
く
の
写
真

集
や
「
親
子
写
真
展
」
を
通

じ
て
、「
親
子
」
と
い
う
切
っ

て
も
切
れ
な
い
縁
、
最
も
基

本
的
な
関
係
を
映
し
だ
し
て

き
た
。
こ
う
し
て
05
年
に
ブ

ル
ー
ス
の
提
唱
で
生
ま
れ
た

の
が
「
親
子
の
日
」（
日
本

記
念
日
協
会
に
よ
っ
て
公
式

に
認
定
）。

　

親
子
の
奥
深
い
関
係
を
、

感
動
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
美

し
い
映
像
で
綴
っ
た
10
周
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
映
画
「OYAKO
」

も
完
成
、
各
地
で
好
評
公
開

中
。
家
族
で
見
る
と
親
子
の

こ
こ
ろ
に
幸
せ
な
灯
り
が
と

も
る
は
ず
。

　

27
日
の
「
親
子
の
日
」、
あ

な
た
も
親
子
を
考
え
、
絆
を

深
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

県
下
で
は
い
す
み
市
の「
小

林
写
真
館
」
が
こ
の
「
親
子

の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

今
月
３
日
〜
８
月
31
日
ま
で
、

親
子
の
写
真
撮
影
を
サ
ー
ビ

ス
価
格
で
提
供
す
る
。
四
つ

切
サ
イ
ズ
、
フ
レ
ー
ム
と
イ

ー
ゼ
ル
付
で
通
常
１
万
４
７

８
０
円
が
５
８
０
０
円
と
サ

ー
ビ
ス
価
格
だ
。
９
月
19
日

〜
28
日
ま
で
、
同
市
の
大
原

中
央
商
店
街
「
ス
ペ
ー
ス

ORAGE

」
で
親
子
の
写
真
展

を
開
催
す
る
。

　
「
写
真
館
は
着
飾
っ
た
晴
れ

の
日
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
写
真

も
大
切
だ
が
『
あ
の
時
こ
う

だ
っ
た
ね
！
』
と
、

日
常
の
想
い
出
を

残
す
お
手
伝
い
を

す
る
の
も
使
命
」

と
話
す
の
は
日
本
写
真
館
協

会
（
協
）
副
理
事
長
で
ブ
ル

ー
ス
氏
の
活
動
を
全
面
的
に
応

援
す
る
、
同
館
の
小
林
か
ず

と
も
さ
ん（
56
）。▽『
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
小
林
写

真
館
』
千
葉
県
い
す
み
市
大

原
８
０
０
２
。☎
０
４
７
０
〜

62
〜
０
４
７
２

協賛・協力企業と団体
オリンパス(株)／第一生命保険(株)
オーティコン補聴器／ＤＡＣグループ
東京都民銀行／キョーリン製薬ホールディングス(株)
ドクタープログラム(株)／毎日新聞社ほか

▷E-Mail   essay2014@oyako.org 
▷郵送
　〒240－0199　葉山郵便局私書箱13号
　「エッセイコンテスト」係
▷７月31日（木）〆切。当日消印有効。
　応募作品の返却はなし。

ブルースオズボーンと親子写真２０１４年
『親子の日』に出会った親子
　▷オリンパスギャラリー東京。
　　９月11日（木）～24日（水）。

写真コンテスト　テーマ「親子」
　写真投稿コミュニティーサイト「FotoPus」へ、
あなたが撮った写真にエピソードを添えて投
稿。メインの被写体は人物。
　▷応募はインターネットのみ。
　　７月31日（木）11時〆切。
    http://fotopus.com/photocon/oyako2014/ 

エッセイコンテスト 
　忘れられない思い出、自分が親になって初めて
気づいた両親の気持ちなどなど、親子間のさま
ざまなエピソードを綴ったエッセイを募集。
　タイトル自由。原稿字数400～800文字程度。
　作品に住所、氏名、年齢を明記して応募。 

親子の日公式イベント２０１４
スーパーフォトセッションでのブルース氏撮影=小林かずとも

　
　
　
　
　

http://www.
aikandou.com/info.html
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膝
や
腰
に
痛
み
が
あ
っ
て

も
、
水
中
で
の
運
動
は
体
が

軽
く
な
る
た
め
、
痛
み
を
感

じ
ず
に
動
け
る
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
印
西
市
牧
の
原
の

プ
ー
ル
で
開
講
さ
れ
て
い
る

田
井
村
悦
子
さ
ん
主
催
の

「
水
中
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
で
は

障
害
や
後
遺
症
が
あ
る
人
へ
、

プ
ー
ル
で
機
能
回
復
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
と
体
力
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
。
25
年
前
か

ら
水
中
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組

む
経
験
豊
富
な
田
井
村
さ
ん

は
米
国
ア
ク
ア
セ
ラ
ピ
ー
＆

リ
ハ
ビ
リ
協
会
認
定
指
導
者

で
健
康
運
動
指
導
士
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
だ
。

教
室
は
田
井
村
さ
ん
と
３
人

の
ベ
テ
ラ
ン
指
導
員
が
丁
寧

に
指
導
し
て
く
れ
る
。

　

参
加
者
は
人
工
股
関
節
の

術
後
、
脳
卒
中
後
遺
症
、
交

通
事
故
後
遺
症
の
あ
る
人
な

ど
で
、
身
体
障
害
の
あ
る
幼

児
も
受
講
。
ま
た
、
同
地
で

５
年
間
の
実
績
が
あ
り
、
腰
痛
、

膝
痛
、
股
関
節
痛
な
ど
、
開
講

当
初
か
ら
の
参
加
者
も
多
い
。

　
「
水
の
浮
力
に
よ
っ
て
関
節

へ
の
負
担
と
痛
み
が
軽
減
さ

れ
る
の
で
、
陸
上
で
は
動
か

し
に
く
か
っ
た
部
位
を
無
理

な
く
動
か
す
こ
と
が
で
き
、

可
動
域
も
広
が
る
。
水
中
で

は
例
え
ば
、
足
を
上
げ
下
ろ

し
す
る
だ
け
で
も
、
普
段
使

わ
な
い
筋
肉
が
使
わ
れ
た
り
、

動
か
す
速
度
を
速
く
し
た
り

遅
く
す
る
こ
と
で
個
人
の
体

力
や
目
的
に
合
わ
せ
て
リ
ハ

ビ
リ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で

き
る
。
プ
ー
ル
の
中
で
は
運

動
効
果
を
確
実
に
引
き
出
す

ハ
イ
ド
ロ
ト
ー
ン
と
い
う
抵

抗
具
を
装
着
し
て
よ
り
効
果

の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
運
動
を
行

っ
て
い
る
」
と
田
井
村
さ
ん
。

　

動
き
が
簡
単
で
、
無
理
を

し
な
い
の
で
高
齢
者
に
も
好

評
だ
そ
う
。
医
師
か
ら
運
動

を
と
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば

参
加
可
能
だ
。
月
４
回
毎
週

金
曜
14
時
〜
15
時
。
印
西
市

牧
の
原
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ア
ス
レ

テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
千
葉
ニ
ュ
ー

　

時
に
哀
愁
を
帯
び
、
且
つ

太
棹
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
激

し
く
力
強
い
音
色
で
聞
く
人

の
心
を
打
つ
津
軽
三
味
線
。

　

国
内
は
も
と
よ
り
海
外
で

も
Ｃ
Ｄ
を
多
数
リ
リ
ー
ス
し

て
い
る
酒
々
井
町
在
住
の
津

軽
三
味
線
奏
者
佐
藤
通
弘
さ

ん
（
57
）
は
、「
津
軽
三
味

線
全
国
大
会
」
の
創
始
者
で

山
田
流
家
元
の
故
・
山
田
千

里
氏
に
師
事
し
、
修
業
の
後
、

ア
メ
リ
カ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
の
奨
学
金
を
得
て
20
代
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留
学
。
津

軽
三
味
線
の
革
新
的
な
可
能

性
を
探
求
し
続
け
今
に
至
る
。

成
田
梅
ま
つ
り
や
弦
ま
つ
り

に
も
出
演
し
て
い
る
。

　

息
子
の
通
芳
さ
ん
（
27
）

は
父
の
背
を
見
て
育
ち
、
同

じ
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
を

決
意
。
外
務
省
国
際
交
流
基

金
事
業
に
父
と
共
に
参
加
し
、

ロ
シ
ア
・
東
欧
５

カ
国
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
公
演
。

03
年
当
時
17
歳
の

通
芳
さ
ん
は
三
味

線
奏
者
と
し
て
最
年
少
で
の

海
外
公
演
だ
っ
た
。

　
「
伝
統
の
中
で
決
ま
り
事

を
学
び
、
そ
れ
を
守
り
な
が

ら
初
め
て
即
興
の
演
奏
が
生

き
て
く
る
」
と
通
弘
さ
ん
。

洋
楽
器
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
先

駆
者
で
も
あ
り
、
か
つ
て
ミ

ッ
キ
ー
吉
野
さ
ん
や
、
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
サ
イ
ト
ウ

ノ
ブ
さ
ん
ら
と
バ
ン
ド
を
組

ん
で
い
た
。

　

そ
の
縁
で
ミ
ッ
キ
ー
吉
野

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
赤
坂
Ｂ
Ｌ

Ｉ
Ｔ
Ｚ
で
今
月
14
日
、
通
芳

さ
ん
率
い
る
津
軽
三
味
線
、

尺
八
と
洋
楽
器
の
和
洋
折
衷

バ
ン
ド
「
寿
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
が

ワ
ン
マ
ン
ラ
イ
ブ
、
開
国
灼

熱
祭
を
開
催
す
る
。

「
歌
あ
り
踊
り
あ
り
映
像
あ

り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ

ョ
ー
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
の

よ
う
に
夢
の
世
界
を
味
わ
っ

て
」
と
通
芳
さ
ん
。

　

ゴ
ダ
イ
ゴ
の
ヒ
ッ
ト
メ
ド

レ
ー
や
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ト
ー
ク
も
見
も
の
。
和
太
鼓

の
小
玉
尚
弘
さ
ん
や
通
芳
さ

ん
の
母
で
あ
る
筝
奏
者
の
海

寶
幸
子
さ
ん
も
花
を
添
え
る
。

若
い
人
だ
け
で
な
く
年
配
者

に
も
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
だ

そ
う
。
ぜ
ひ
、
新
し
い
世
界

を
体
験
し
て
み
て
は
。
チ
ケ

ッ
ト
や
活
動
の
詳
細
は
「
寿

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
で
検
索
を
。

通
弘
さ
ん（
左
）
と
通
芳
さ
ん

通
芳
さ
ん
は
津
軽
三
味
線
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当

　

住
宅
街
に
ひ
っ
そ
り
と
佇

む
イ
ギ
リ
ス
建
築
の
邸
宅
。

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
ビ
ン
テ
ー

ジ
の
小
物
か
ら
食
器
、
家
具

建
物
の
建
材
に
至
る
ま
で
、

英
国
直
輸
入
を
行
っ
て
い
る

「
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」。
重
厚
な

扉
を
開
け
る
と
ま
る
で
そ
こ

は
異
国
の
よ
う
。
こ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
品
物
を
求

め
て
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
客
が
来
店
す
る
。

　

そ
ん
な
客
を
も
て
な
す
た

め
に
今
年
５
月
、
イ
ギ
リ
ス

の
邸
宅
に
あ
る
コ
ン
サ
バ
ト

リ
ー
を
再
現
し
た
テ
ィ
ー
ル

ー
ム
を
併
設
し
た
。
床
材
は

１
２
０
年
前

の
教
会
の
も

の
で
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
磨

き
あ
げ
て
組

み
合
わ
せ
た
。

ガ
ラ
ス
も
日
本
に
は
無
い
サ

イ
ズ
で
、
99
％
紫
外
線
を
カ

ッ
ト
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も

色
鮮
や
か
だ
。
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
で
趣
が
あ
る
レ
ン
ガ
は
１

５
０
年
前
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
片
田
舎
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
自
然
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
岩
谷
邦
美
さ
ん
。

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
内
の
２
本

の
木
は
元
々
生
え
て
い
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い

る
。
雨
滴
が
木
肌
を
伝
い
、

室
内
に
い
な
が
ら
に
し
て
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
。
約
20
席

の
店
内
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル

は
す
べ
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
販

売
も
し
て
い
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
コ
ー
ヒ
ー
（
４

０
０
円
）、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ア

（
４
５
０
円
）、
紅
茶
（
５
０

０
円
）
の
３
種
。
い
ず
れ
も

税
抜
き
。
お
す
す
め
は
紅
茶
。

Ｊ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
の
セ
イ
ロ
ン
テ

ィ
ー
を
ポ
ッ
ト
で
提
供
。

　

英
国
バ
ー
レ
ー
社
の
陶
器

の
総
代
理
店
で
も
あ
る
の
で

使
っ
て
い
る
食
器
は
す
べ
て
同

社
の
も
の
。
１
６
０
年
前
の

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ま
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
で
な
い
工
法
で
制
作

さ
れ
た
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
だ
。

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ

る
庭
を
愛
で
な
が
ら
癒
し
の

一
時
を
味
わ
っ
て
み
て
は
。
営

業
は
10
時
〜
17
時
。
年
中
無

休
。
駐
車
場
あ
り
。▽
佐
倉

市
上
志
津
１
３
２
９
（
１
３

３
４
）。☎
０
４
３
〜
３
１
２

〜
２
２
７
２

水中リハビリ教室 = 会員募集中 = 印西市

酒々井町

佐倉市

タ
ウ
ン
」。
会
費
は
入
会
金

（
登
録
料
）
１
０
０
０
円
、

月
会
費
４
３
０
０
円
。
毎
回

利
用
時
に
施
設
入
館
料
４
３

０
円
が
別
途
必
要
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
９
０
・

３
６
８
９
・
０
４
１
８
（
田

井
村
さ
ん
）

ふれあいプレゼント

〒住所・氏名・電話番号・今月号でおもしろかった記事を明記して
①～③のいずれかの方法で申し込んでください。
①ＦＡＸ＝０４～７１３９～１７１１「ふれあい毎日編集部」

②Ｗｅb・メール＝「ふれあい毎日」ホームページ http://bunya.ne.jp/fureai/ 
　「今月のプレゼント」 
③ハガキ＝〒２７７－０８５２　柏市旭町３－３－１１ 小峰ビル２０２
　東葛毎日新聞社　ふれあい毎日編集部　ふれあい毎日プレゼント係宛  
◆応募締め切り７月９日。　　
●ＦＡＸの場合、非通知の電話はお受け出来ません。必ず番号通知設定後、送信を
　お願いします。
　＊当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。

ＦＡＸ・メール・〒
応募方法

VS 日本ハム
千葉ロッテ観戦チケット

10組 20名様10組 20名様
7月 29日～ 31日の日本ハム3連戦の内野自由席券
（お好きな1試合で使えるチケット）

プールで無理なく機能回復プールで無理なく機能回復プールで無理なく機能回復

自然とアンティークに囲まれて癒しの一時を

マナーハウス
のティールーム

マナーハウスマナーハウス
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー
を
再
現
し
た
テ
ィ
ー
ル
ー
ム

販売店・編集部おすすめの店

親
子
津
軽
三
味
線
奏
者

佐
藤
通
弘
・
通
芳

津
軽
三
味
線
と
洋
楽
器
の
コ
ラ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
寿
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

14
日 

赤
坂
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｚ
で
公
演

親
子
津
軽
三
味
線
奏
者

佐
藤
通
弘
・
通
芳

　

日
本
、そ
し
て
全
世
界
が

熱
狂
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
続
い
て
い

ま
す
。J
リ
ー
グ
は
中
断
期

間
に
入
っ
た
た
め
、柏
レ
イ
ソ

ル
は
6
月
12
日
か
ら
下
旬
ま

で
、約
2
週
間
の
韓
国
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。会
場
と

な
っ
た
昌
原
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、レ
イ
ソ
ル
に
と
っ
て

ゲ
ン
の
い
い
場
所
で
す
。

　
「
4
年
前
の
夏
、こ
こ
で

キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
い
、J2
、

J1
優
勝
へ
の
足
掛
か
り
を
つ

か
ん
だ
。だ
か
ら
今
回
も
実

り
大
き
い
キ
ャ
ン
プ
に
し
よ

う
」と
ネ
ル
シ
ー
ニ
ョ
監
督
も

選
手
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し

た
。そ
の
声
に
応
え
る
べ
く
、肉

体
と
戦
術
を
鍛
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
打
ち
込
ん
だ
選
手
。

30
度
近
い
暑
さ
に
も
負
け
る

こ
と
な
く
、真
っ
黒
に
日
焼
け

し
て
柏
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
の
シ
ー
ズ
ン
再
開
は

天
皇
杯
か
ら
。12
日（
土
）に

天
皇
杯
2
回
戦（
16
時
、日
立

台
）、19
日（
土
）に
は
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
戦（
19
時
、日
立
台
）

で
リ
ー
グ
戦
の
戦
い
も
再
ス

タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

ま
た
、13
日

（
日
）14
時
か

ら
は
フ
ァ
ン
感

謝
デ
ー
を
開

催
。日
頃
の
応

援
の
感
謝
を

込
め
、選
手
た

ち
が
サ
ポ
ー

タ
ー
み
な
さ

ん
と
ふ
れ
あ

え
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会

員
限
定
で
す

が
、当
日
入
会

す
れ
ば
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
で
き
ま
す
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
ピ
ッ
チ
に
も
踏
み

入
れ
ら
れ
る
ま
た
と
な
い
機

会
、ぜ
ひ
日
立
台
に
遊
び
に

来
て
下
さ
い
。

（
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

http://www.reysol.co.jp/

シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、キ
ャ
ン
プ
へ

　

装
飾
花
だ
け
の
ア

ジ
サ
イ
を
最
初
に
記

載
し
た
の
は
、江
戸

時
代
に
日
本
で
活
動

し
た
ド
イ
ツ
人
医
師

で
博
物
学
者
の
シ
ー

ボ
ル
ト
で
あ
る
。彼

は
、そ
の
種
名
を
日

本
人
の
妻
お
滝
さ
ん

へ
の
思
い
を
込
め

Hydrangea otaksa

と
命
名
し
た
。た
だ

こ
れ
は
現
在
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
と

同
種
と
さ
れ
て
い
る
。 

　

千
葉
県
で
は
、松
戸
市
、成

田
市
、習
志
野
市
な
ど
全
国
で

最
も
多
い
６
つ
の
市
町
で
ア
ジ

サ
イ
が
そ
の
市
町
の
花
や
木

と
さ
れ
て
い
る
が
、房
総
の
里

山
海
に
自
生
す
る
原
種
の
ガ

ク
ア
ジ
サ
イ
に
も
注
目
し
て
頂

け
れ
ば
と
お
も
う
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

多
様
な
ア
ジ
サ
イ
の
原
種
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

　鶏胸肉 1/2 枚を、繊維を断ち切るように薄めのそぎ切りにして塩ひとつまみ、酒大
さじ１、ごま油大さじ 1/2、片栗粉大さじ１とあわせます。きゅうりは縦に４分割し、
４㌢の長さに。種の部分が気になるようでしたら除いてください。きゅうりに、千切
りのにんにくと生姜、ごま油大さじ１、塩ひとつまみ、お好みで花椒（中国山椒）を
あわせます。冷たいフライパンに、このきゅうりを広げ点火します。ぷちぷち音がし
てきたら鶏肉を広げながら並べます。鶏肉の色が変わったら返し、全体に白くなった
らきゅうりとざっとなじませ器に盛りつけてください。途中、フライパンの中身を混
ぜる必要はありません。弱火のままゆったり加熱を続けてください。水分が出ず、
しゃっきり色鮮やかに仕上がります。

　暑い夏の日、ぱりっと食べるきゅうりは火照った体を冷まし、水分を補給してくれます。
　現在、流通しているきゅうりの長さ、どのように基準が決められたかご存知ですか。お寿司
屋さんのかっぱ巻きの海苔の長さに合わせて決めたとか決めていないとか。本当はもう少し大
きい方が、味がしっかりして美味しいのだそうです。規格外のちょっと不格好なきゅうりと出
合ったらぜひ味を確かめてください。
　生で食べやすいきゅうりですが、ほんのひと手間で素敵な一品に。程よ
い大きさに切ったら、にんにくと醤油と和えて、魚醤をなじませ、ミント
やコリアンダーをアクセントに。
　冷房の効いた室内では温めて食べると体への負担が少ないので、今回は
大きめのきゅうりの炒めものをご紹介します。ご家庭の台所で中華風の炒め
物を作る際、強火の必要はありません。終始弱火でゆっくりつくりましょう。
ポイントは「鍋の中の素材をいじりすぎない」ことです。

7月 29日～ 31日の日本ハム3連戦の内野自由席券
（お好きな1試合で使えるチケット）

■
航
空
科
学
博
物
館

　「
航
空
寄
席
」　
　
芝
山
町

　

13
日
（
日
）
13
時
〜
。
出

演
は
三
遊
亭
遊
雀
、
柳
家
三

之
助
、
ジ
ャ
グ
ラ
ー
・
ス
ト

レ
ー
ト
松
浦
。
入
館
料
大
人

５
０
０
円
の
み
。
受
付
に
て

先
着
１
０
０
名
。☎
０
４
７

９
〜
78
〜
０
５
５
７

ち
ば
な
う
！
伝
言
板

伝
言
板

ち
ば
な
う
！

■
大
人
の
た
め
の

　「
昭
和
の
子
供
遊
び
講
座
」

　

船
橋
市
高
根
台
公
民
館
で

全
７
回
。
５
日
13
時
30
分
〜

第
１
回
。
講
義
「
な
ぜ
、
子

供
の
遊
び
は
大
切
な
の
か
？
」。

主
に
実
習
、
現
場
実
習
。
成

人
30
名
。
費
用
５
０
０
円
。

申
し
込
み
☎
０
４
７
〜
４
６

１
〜
７
０
６
１

■
日
本
フ
ィ
ル

「
夏
休
み
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４
」 　

19
日
（
土
）
14
時
〜
千
葉

県
文
化
会
館
。
29
日
（
火
）

14
時
〜
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
。

交
響
曲
第
７
番
よ
り
第
４
楽

章
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
）
ほ
か
。

チ
ケ
ッ
ト
Ｓ
席
子
供
３
２
０

０
円
、
大
人
５
２
０
０
円
。

Ａ
席
２
５
０
０
円
、
４
２
０

０
円
。Ｂ
席
１
８
０
０
円
、

３
２
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ

☎
03
〜
５
３
７
８
〜
５
９
１
１

（
日
本
フ
ィ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

市
川
市
の
村
井
さ
ん
ら

　
　

日
本
の
国
蝶
が
「
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
」
で
あ
る
こ
と
を
、

ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　

１
９
３
３
年
、
わ
が
国
で

初
め
て
国
蝶
を
決
め
よ
う
と

議
論
を
開
始
し
た
が
進
ま
ず
、

１
９
５
６
年
、
チ
ョ
ウ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
切
手
が
初
め
て

発
行
さ
れ
た
影
響
で
、
翌
１

９
５
７
年
日
本
昆
虫
学
会
総

会
で
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」
が

国
蝶
に
選
ば
れ
た
。
理
由
は

日
本
全
国
に
分
布
し
、
大
形

で
模
様
と
色
彩
が
鮮
明
な
こ

と
。「
ひ
ら
ひ
ら
」と
は
飛
ば
ず
、

は
ば
た
き
が
機
敏
で
滑
空
す

る
よ
う
な
、
日
本
的
な
飛
び

方
を
す
る
と
い
う
こ
と
。

　

本
年
６
月
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
市
川
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
生

息
さ
せ
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、

県
の
認
定
を
受
け
た
。
理
事

長
の
村
井
吉
和
さ
ん
に
よ
る

と
、
市
川
市
内
で
最
後
に
チ

ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
た
の
は
１

９
６
２
年
だ
と
い
う
。
か
つ

て
は
関
東
平
野
で
も
多
く
み

ら
れ
た
が
、
公
害
な
ど
の
環

境
悪
化
に
よ
り
数
が
減
少
、

現
在
は
準
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」

を
何
と
か
育
て
、
市
川
の
子

供
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
村

井
さ
ん
は
周
囲
に
賛
同
を
呼

び
か
け
、
１
０
８
人
の
市
民

ら
の
支
援
を
受
け
、
会
を
発

足
。
山
梨
県
北
杜
市
の
「
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
セ
ン
タ
ー
」
に

通
い
、
飼
育
の
学
習
を
重
ね
、

今
年
は
自
宅
の
手
作
り
の
籠

の
中
で
10
匹
以
上
を
飼
育
、

孵
化
に
成
功
し
た
。

　
「
市
川
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

を
生
息
さ
せ
る
会
」
で
は
、

来
春
以
降
に
多
く
の
市
民
が

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
に
親
し
め
る

機
会
を
作
り
、
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
の
復
活
に
力
を
注
い
で
い

こ
う
と
準
備
中
。
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
の
貸
出
や
活
動
の
問
い

合
わ
せ
は
村
井
さ
ん
ま
で
。

☎
０
９
０
・
８
９
６
３
・
３
６
０
８

「
市
川
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を

　
　
　
　
生
息
さ
せ
る
会
」結
成

「
市
川
に
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を

　
　
　
　
生
息
さ
せ
る
会
」結
成

ミ
チ
ヒ
ロ

ミ
チ
ヨ
シ



（3）　２０１4年（平成２６年）７月２日（水） 第１６３号

り
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ

ョ
ー
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
の

よ
う
に
夢
の
世
界
を
味
わ
っ

て
」
と
通
芳
さ
ん
。

　

ゴ
ダ
イ
ゴ
の
ヒ
ッ
ト
メ
ド

レ
ー
や
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ト
ー
ク
も
見
も
の
。
和
太
鼓

の
小
玉
尚
弘
さ
ん
や
通
芳
さ

ん
の
母
で
あ
る
筝
奏
者
の
海

寶
幸
子
さ
ん
も
花
を
添
え
る
。

若
い
人
だ
け
で
な
く
年
配
者

に
も
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
だ

そ
う
。
ぜ
ひ
、
新
し
い
世
界

を
体
験
し
て
み
て
は
。
チ
ケ

ッ
ト
や
活
動
の
詳
細
は
「
寿

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」
で
検
索
を
。

通
弘
さ
ん（
左
）
と
通
芳
さ
ん

通
芳
さ
ん
は
津
軽
三
味
線
と
ボ
ー
カ
ル
を
担
当

　

住
宅
街
に
ひ
っ
そ
り
と
佇

む
イ
ギ
リ
ス
建
築
の
邸
宅
。

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
ビ
ン
テ
ー

ジ
の
小
物
か
ら
食
器
、
家
具

建
物
の
建
材
に
至
る
ま
で
、

英
国
直
輸
入
を
行
っ
て
い
る

「
マ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」。
重
厚
な

扉
を
開
け
る
と
ま
る
で
そ
こ

は
異
国
の
よ
う
。
こ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
品
物
を
求

め
て
遠
方
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
客
が
来
店
す
る
。

　

そ
ん
な
客
を
も
て
な
す
た

め
に
今
年
５
月
、
イ
ギ
リ
ス

の
邸
宅
に
あ
る
コ
ン
サ
バ
ト

リ
ー
を
再
現
し
た
テ
ィ
ー
ル

ー
ム
を
併
設
し
た
。
床
材
は

１
２
０
年
前

の
教
会
の
も

の
で
一
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
磨

き
あ
げ
て
組

み
合
わ
せ
た
。

ガ
ラ
ス
も
日
本
に
は
無
い
サ

イ
ズ
で
、
99
％
紫
外
線
を
カ

ッ
ト
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も

色
鮮
や
か
だ
。
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
で
趣
が
あ
る
レ
ン
ガ
は
１

５
０
年
前
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
。

「
イ
ギ
リ
ス
の
片
田
舎
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
。
自
然
も
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
岩
谷
邦
美
さ
ん
。

　

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
内
の
２
本

の
木
は
元
々
生
え
て
い
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
い

る
。
雨
滴
が
木
肌
を
伝
い
、

室
内
に
い
な
が
ら
に
し
て
自

然
を
感
じ
ら
れ
る
。
約
20
席

の
店
内
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル

は
す
べ
て
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
販

売
も
し
て
い
る
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
コ
ー
ヒ
ー
（
４

０
０
円
）、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ア

（
４
５
０
円
）、
紅
茶
（
５
０

０
円
）
の
３
種
。
い
ず
れ
も

税
抜
き
。
お
す
す
め
は
紅
茶
。

Ｊ
ａ
ｎ
ａ
ｔ
の
セ
イ
ロ
ン
テ

ィ
ー
を
ポ
ッ
ト
で
提
供
。

　

英
国
バ
ー
レ
ー
社
の
陶
器

の
総
代
理
店
で
も
あ
る
の
で

使
っ
て
い
る
食
器
は
す
べ
て
同

社
の
も
の
。
１
６
０
年
前
の

デ
ザ
イ
ン
の
ま
ま
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
で
な
い
工
法
で
制
作

さ
れ
た
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
だ
。

四
季
折
々
の
美
し
さ
を
見
せ

る
庭
を
愛
で
な
が
ら
癒
し
の

一
時
を
味
わ
っ
て
み
て
は
。
営

業
は
10
時
〜
17
時
。
年
中
無

休
。
駐
車
場
あ
り
。▽
佐
倉

市
上
志
津
１
３
２
９
（
１
３

３
４
）。☎
０
４
３
〜
３
１
２

〜
２
２
７
２

MASARUのタロット占い

7月2日～8月5日

MASARUのタロット占いMASARUのタロット占い

【悪魔・正】何かと誘惑の多
い時期。禁欲的に生きよう
とすると、かえって大きな反
動の恐れ。今すぐ完全に断
ち切るには無理があるよう
です。★寝室

【女帝・逆】男女間の価値観
の違いがトラブルを招く恐
れあり。相手を理解不可能
と決め付けずに歩み寄って
みてはいかが。この時期の
対立は無意味です。★カフェ

【女教皇・正】過去の経験が
あなたを賢くするとき。とく
に、失敗から学んだことが
役立ちます。自分自身の成
長を誇らしく思えるはずで
す。★テラス

【吊るされた男・逆】力を必
要とされるものの、報酬に
ついて悩む暗示。無償か有
償かは事前にきちんと確認
を。今後の人間関係にも響
きます。★受付

【力・逆】本領発揮は難しい
時期。それほど得意ではな
い分野で重宝がられて、複
雑な心境になることも。そ
れでも顔をつなぐのが賢明
です。★体育館

【星・逆】伝えたい内容を的
確な言葉で表現できてい
ない恐れがあります。言葉
使いやマナーを見直すこと
で、幸運の扉が開くはず。
★プラネタリウム

【太陽・逆】理解者が現れる
のはもう少し先。そのため
今は動きづらいですが辛抱
を。対外的なことは後回し
でよいので、まずは足場を
固めて。★屋上

【皇帝・正】ルールをきっち
り守ることが成功の鍵。自己
流を追求するより基礎に忠
実になりましょう。安定感の
ある仕事ぶりが評価されま
す。★役所

【戦車・逆】この時期、自分の
利益ばかり考えているとヒ
ンシュクをかう恐れアリ。周
囲の人の頑張りを評価しま
しょう。謙虚さが幸運の鍵。
★公民館

【愚者・逆】目上の人と意見
が対立しそうですが、反抗
的な言動は控えめに。クー
ルダウンの時期を置いて、
再度話し合うと事態好転の
予感。★応接室

【世界・逆】意欲はあるもの
の今ひとつ成果が出にくい
とき。使う道具や取り組む
時間帯を変えるなど、具体
的な工夫が打開策となりま
す。★大ホール

【塔・正】苦手な女性とトラ
ブルの暗示。感情的な言葉
は火に油を注ぎますのでご
用心。からまれても、挑発に
乗らず穏やかな対応を心
がけて。★階段

http://masanimasaru.com

１月　生まれ ２月　生まれ ３月　生まれ

４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ

10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ

１月　生まれ ２月　生まれ ３月　生まれ

４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ

10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ

【　】…タロットカード
　★　…ラッキープレイス
http://masanimasaru.com

【　】…タロットカード
　★　…ラッキープレイス

日本大学松戸歯学部では歯科と医科が一体となった「メディコデン
タルサイエンス」を実践している。最前線で活躍する歯科・医科のス

ペシャリストに、医療現場
の現在と未来について連
載でリポートしてもらう。

　

歯
を
全
て
失
う
と
食
べ
た

満
足
感
は
か
な
り
低
下
す
る
。

人
の
歯
は
歯
根
の
周
囲
に
た

く
さ
ん
の
セ
ン
サ
ー
を
有
し

て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
歯
ご
た

え
は
こ
の
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
。

し
か
し
歯
を
全
て
失
う
と
こ

の
機
能
も
同
時
に
失
わ
れ
る
。

後
ろ
に
歯
が
な
い
部
分
入
れ

歯
も
総
入
れ
歯
も
噛
む
力
を

支
え
る
の
は
粘
膜
で
噛
ん
だ

感
触
も
極
端
に
鈍
く
な
る
。

　
失
っ
た
歯
の
代
替
え

　

そ
こ
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

話
を
し
よ
う
。
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
15
年
ほ
ど
前
は
乳
歯
、

永
久
歯
に
続
く
第
三
の
歯
な

ど
と
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、

難
し
い
面
が
見
え
て
く
る
と

そ
う
も
行
か
な
く
な
っ
て
き

た
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
チ
タ
ン

と
ア
パ
タ
イ
ト
の
も
の
が
現

在
は
主
流
で
あ
る
。
形
も
現

在
は
歯
根
タ
イ
プ
の
も
の
が

主
流
で
そ
の
他
の
も
の
は
淘

汰
さ
れ
て
き
た
。
骨
と
く
っ

つ
く
ま
で
の
時
間
も
４
〜
６

カ
月
待
て
ば
、
ほ
と
ん
ど
問

題
な
く
使
用
で
き
て
い
る
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
受
け

た
多
く
の
人
は
歯
根
の
感
覚

は
戻
ら
な
い
な
が
ら
も
使
え

て
い
る
。
中
に
は
総
入
れ
歯

を
つ
か
っ
て
い
た
ひ
と
も
た
く

さ
ん
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療

を
受
け
て
取
り
外
し
の
な
い

状
態
で
自
分
の
歯
の
よ
う
に

使
え
て
い
る
。

　
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
注
意
点

　

し
か
し
、
中
に
は
第
三
の

歯
ど
こ
ろ
か
痛
い
目
に
あ
っ

た
だ
け
の
患
者
さ
ん
も
多
々

い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
周
り
が
炎
症
を
起
し
て

顎
の
骨
ま
で
大
き
く
失
っ
た

人
や
い
く
本
か
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
が
折
れ
て
そ
の
残
骸
が
顎

の
中
に
残
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
新
た

な
病
態
が
生
じ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
に
は
、

自
分
の
歯
を
失
っ
た
経
緯
を

お
も
い
起
こ
し
て
み
る
必
要

が
あ
る
。
自
分
の
歯
が
神
経

も
取
ら
ず
に
わ
れ
て
抜
歯
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
被
せ

た
も
の
が
簡
単
に
と
れ
て
歯

根
も
割
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

こ
と
が
記
憶
に
あ
る
な
ら
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
と
て
ま
た
自
分

の
歯
の
二
の
舞
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
歯
を
失
わ
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
す
る
の
が
第
一

　

こ
れ
ら
の
原
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
の
が
歯
軋
り
で
あ

る
。
歯
軋
り
は
食
い
し
ば
り

や
ゴ
リ
ゴ
リ
と
力
の
入
っ
た

擦
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
な
ぜ

歯
を
失
う
よ
う
な
負
の
活
動

が
知
ら
ず
に
起
こ
っ
て
し
ま

う
の
か
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら

な
い
の
が
現
状
だ
が
、
歯
科

医
と
し
て
も
こ
れ
を
予
測
す

る
と
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
を
使
う

等
の
対
症
療
法
し
か
今
は
な

い
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

有
床
義
歯
補
綴
学
講
座

准
教
授  

飯
島  

守
雄
先
生

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
歯
を

失
う
と
い
う
こ
と
は
大
変
な

こ
と
で
、
自
分
の
持
っ
て
生

ま
れ
た
歯
に
代
わ
っ
て
代
役

を
何
の
問
題
も
な
く
勤
め
て

く
れ
る
人
工
物
は
存
在
し
な

い
。

　

ま
ず
自
分
の
歯
を
失
わ
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
第
一
で
、

も
し
炎
症
を
取
り
除
く
た
め

に
抜
歯
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
は
相
当
な
覚
悟
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。行
く
先
々

ま
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
待

ち
受
け
て
い
る
か
を
自
分
の

ま
ぶ
た
の
裏
側
に
描
け
る
と

こ
ろ
ま
で
説
明
を
聞
い
て
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
私

た
ち
は
形
を
変
え
て
差
し
上

げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の

で
す
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
〜
３
６
０
〜
９
５

６
１

歯を失うことと補うこと その2
医療最前線 121Drリポート

ReportD
o
cto
r

R
ep
o
rt

破折したインプラント

保護用マウスピース

【
講
評
】　

通
り
過
ぎ
る
女
性
の
傍
ら
で
、「
な
ん

で
行
っ
て
し
ま
う
の
！
」
と
さ
び
し
げ
な
少
女
が

傍
ら
で
腰
を
下
ろ
し
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
お

母
さ
ん
に
し
か
ら
れ
て
、
す
ね
て
し
ま
っ
た
の
？

い
ろ
い
ろ
な
想
像
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
ス
ナ
ッ
プ

写
真
の
面
白
さ
だ
。（
日
報
連
・
内
林
克
行
）

　
　
　
　
　

  　
 

＝
写
真
提
供
・
船
橋
支
部
＝

「一言声をかけてよ」 日報連 Gallery（ギャラリー）日報連 Gallery（ギャラリー）

瀬戸エミ子さん（鎌ケ谷市）毎
日
新
聞
船
橋
支
局
で
写
真
教
室
開
催
中
！　

問
い
合
わ
せ
☎
03
〜
３
２
１
３
〜
４
６
２
０

　

日
本
、そ
し
て
全
世
界
が

熱
狂
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
続
い
て
い

ま
す
。J
リ
ー
グ
は
中
断
期

間
に
入
っ
た
た
め
、柏
レ
イ
ソ

ル
は
6
月
12
日
か
ら
下
旬
ま

で
、約
2
週
間
の
韓
国
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。会
場
と

な
っ
た
昌
原
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
は
、レ
イ
ソ
ル
に
と
っ
て

ゲ
ン
の
い
い
場
所
で
す
。

　
「
4
年
前
の
夏
、こ
こ
で

キ
ャ
ン
プ
を
お
こ
な
い
、J2
、

J1
優
勝
へ
の
足
掛
か
り
を
つ

か
ん
だ
。だ
か
ら
今
回
も
実

り
大
き
い
キ
ャ
ン
プ
に
し
よ

う
」と
ネ
ル
シ
ー
ニ
ョ
監
督
も

選
手
た
ち
に
語
り
か
け
ま
し

た
。そ
の
声
に
応
え
る
べ
く
、肉

体
と
戦
術
を
鍛
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
打
ち
込
ん
だ
選
手
。

30
度
近
い
暑
さ
に
も
負
け
る

こ
と
な
く
、真
っ
黒
に
日
焼
け

し
て
柏
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
の
シ
ー
ズ
ン
再
開
は

天
皇
杯
か
ら
。12
日（
土
）に

天
皇
杯
2
回
戦（
16
時
、日
立

台
）、19
日（
土
）に
は
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
戦（
19
時
、日
立
台
）

で
リ
ー
グ
戦
の
戦
い
も
再
ス

タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

ま
た
、13
日

（
日
）14
時
か

ら
は
フ
ァ
ン
感

謝
デ
ー
を
開

催
。日
頃
の
応

援
の
感
謝
を

込
め
、選
手
た

ち
が
サ
ポ
ー

タ
ー
み
な
さ

ん
と
ふ
れ
あ

え
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会

員
限
定
で
す

が
、当
日
入
会

す
れ
ば
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
で
き
ま
す
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
ピ
ッ
チ
に
も
踏
み

入
れ
ら
れ
る
ま
た
と
な
い
機

会
、ぜ
ひ
日
立
台
に
遊
び
に

来
て
下
さ
い
。

（
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

http://www.reysol.co.jp/
　

梅
雨
の
花
と
い
え
ば
、ア
ジ

サ
イ（
紫
陽
花
）を
思
い
浮
か

べ
る
人
は
多
い
と
思
う
。ア
ジ

サ
イ
の
語
源
は「
藍
色
が
集

ま
っ
た
も
の
」を
意
味
す
る「
ア

ズ
サ
イ（
集
真
藍
）」か
ら
と
の

説
が
あ
る
。ま
さ
に
藍（
青
）色

か
ら
紫
や
赤
色
に
ま
で
七
変

化
す
る
ア
ジ
サ
イ
の
花
で
あ

る
。大
き
な
４
片
の
が
く
か
ら

で
き
て
い
る
装
飾
花
と
よ
ば

れ
花
の
集
ま
り
の
花
序
で
あ

る
が
、そ
れ
に
は
雌
し
べ
や
雄

し
べ
は
退
化
し
て
い
る
。装
飾

花
の
色
は
生
育
す
る
土
の
ｐH

と
深
く
関
わ
る
。ア
ル
カ
リ
性

の
土
で
は
赤
色
が
強
く
、酸
性

で
は
青
色
と
、リ
ト
マ
ス
試
験

85

ア
ジ
サ
イ
の
故
郷
、房
総
の
海
辺

岸
地
域
に
分
布
す
る
ガ
ク
ア

ジ
サ
イ
（H

ydrangea 
macrophylla

）で
あ
る
。先

日
、外
房
の
い
す
み
市
に
行
っ

た
が
、海
辺
の
崖
地
に
自
生
の

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
の
花
が
満
開

で
、家
の
庭
先
に
植
え
ら
れ
て

い
る
も
の
も
多
か
っ
た
。ガ
ク

ア
ジ
サ
イ
の
花
の
多
く
は
雄
し

べ
、雌
し
べ
の
あ
る
両
性
花
で
、

こ
の
両
性
花
の
集
合
を
大
き

め
の
白
青
色
の
装
飾
花
が
額

縁
の
よ
う
に
囲
ん
で
い
た
。

紙
の
よ
う
だ
。

　

我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
も
鉢

植
え
の
ア
ジ
サ
イ
が
数
株
あ

る
。た
だ
花
を
つ
け
る
の
は
毎

年
１
、２
の
枝
の
み
。ア
ジ
サ
イ

の
花
は
２
年
目
の
枝
に
つ
く

が
、花
が
終
わ
る
と
日
陰
の
と

こ
ろ
で
も
盛
ん
に
枝
葉
を
伸

ば
す
。こ
の
伸
び
た
枝
葉
を

切
っ
て
し
ま
う
と
翌
年
は
花
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ア
ジ
サ
イ
は
世
界
中
で
栽

培
さ
れ
て
多
く
の
品
種
が
知

ら
れ
、セ
イ
ヨ
ウ
ア
ジ
サ
イ
と

よ
ば
れ
る
も
の
も
あ
る
。し
か

し
そ
の
ア
ジ
サ
イ
の
原
種
、実

は
房
総
半
島
か
ら
伊
豆
半
島
、

伊
豆
諸
島
な
ど
の
暖
地
の
海

　

装
飾
花
だ
け
の
ア

ジ
サ
イ
を
最
初
に
記

載
し
た
の
は
、江
戸

時
代
に
日
本
で
活
動

し
た
ド
イ
ツ
人
医
師

で
博
物
学
者
の
シ
ー

ボ
ル
ト
で
あ
る
。彼

は
、そ
の
種
名
を
日

本
人
の
妻
お
滝
さ
ん

へ
の
思
い
を
込
め

Hydrangea otaksa

と
命
名
し
た
。た
だ

こ
れ
は
現
在
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
と

同
種
と
さ
れ
て
い
る
。 

　

千
葉
県
で
は
、松
戸
市
、成

田
市
、習
志
野
市
な
ど
全
国
で

最
も
多
い
６
つ
の
市
町
で
ア
ジ

サ
イ
が
そ
の
市
町
の
花
や
木

と
さ
れ
て
い
る
が
、房
総
の
里

山
海
に
自
生
す
る
原
種
の
ガ

ク
ア
ジ
サ
イ
に
も
注
目
し
て
頂

け
れ
ば
と
お
も
う
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

多
様
な
ア
ジ
サ
イ
の
原
種
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ

~おうちでごはん~

　鶏胸肉 1/2 枚を、繊維を断ち切るように薄めのそぎ切りにして塩ひとつまみ、酒大
さじ１、ごま油大さじ 1/2、片栗粉大さじ１とあわせます。きゅうりは縦に４分割し、
４㌢の長さに。種の部分が気になるようでしたら除いてください。きゅうりに、千切
りのにんにくと生姜、ごま油大さじ１、塩ひとつまみ、お好みで花椒（中国山椒）を
あわせます。冷たいフライパンに、このきゅうりを広げ点火します。ぷちぷち音がし
てきたら鶏肉を広げながら並べます。鶏肉の色が変わったら返し、全体に白くなった
らきゅうりとざっとなじませ器に盛りつけてください。途中、フライパンの中身を混
ぜる必要はありません。弱火のままゆったり加熱を続けてください。水分が出ず、
しゃっきり色鮮やかに仕上がります。

遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿
　暑い夏の日、ぱりっと食べるきゅうりは火照った体を冷まし、水分を補給してくれます。
　現在、流通しているきゅうりの長さ、どのように基準が決められたかご存知ですか。お寿司
屋さんのかっぱ巻きの海苔の長さに合わせて決めたとか決めていないとか。本当はもう少し大
きい方が、味がしっかりして美味しいのだそうです。規格外のちょっと不格好なきゅうりと出
合ったらぜひ味を確かめてください。
　生で食べやすいきゅうりですが、ほんのひと手間で素敵な一品に。程よ
い大きさに切ったら、にんにくと醤油と和えて、魚醤をなじませ、ミント
やコリアンダーをアクセントに。
　冷房の効いた室内では温めて食べると体への負担が少ないので、今回は
大きめのきゅうりの炒めものをご紹介します。ご家庭の台所で中華風の炒め
物を作る際、強火の必要はありません。終始弱火でゆっくりつくりましょう。
ポイントは「鍋の中の素材をいじりすぎない」ことです。

きゅうりと鶏胸肉の炒め物きゅうりと鶏胸肉の炒め物

『きゅうり』『きゅうり』

昭
和

　

昭
和
の
子
ど
も
は
趣
味
と

し
て
ど
ん
な
も
の
を
集
め
て

い
た
だ
ろ
う
。
自
ら
楽
し
む

と
い
う
よ
り
、
仲
間
が
持
っ
て

い
る
収
集
物
と
交
換
し
た
い
、

量
や
質
を
自
慢
し
た
い
な
ど

の
理
由
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

子
ど
も
の
小
遣
い
で
は
切

手
や
古
銭
は
敷
居
が
高
過
ぎ

て
、
シ
ー
ト
買
い
も
で
き
ず
、

雑
誌
後
半
に
載
っ
て
い
る
通

販
で
消
印
済
外
国
切
手
を
購

入
す
る
く
ら
い
だ
が
、
交
換

価
値
が
な
く
す
ぐ
に
飽
き
た
。

修
学
旅
行
な
ど
で
は
記
念
に

ペ
ナ
ン
ト
や
ミ
ニ
提
灯
を
買

っ
た
記
憶
が
あ
る
が
現
在
で

は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
懐
か
し

い
お
土
産
と
な
っ
た
。

　

で
、子
ど
も
の
収
集
は
日
々

の
暮
ら
し
で
気
軽
に
集
め
ら

れ
る
も
の
に
集
中
し
た
。
人

気
だ
っ
た
の
は
食
堂
の
紙
ナ

フ
キ
ン
や
箸
袋
、
マ
ッ
チ
箱
の

ラ
ベ
ル
、
牛
乳
瓶
の
紙
蓋
、

瓶
の
王
冠
な
ど
が
人
気
だ
っ

た
。
王
冠
は
金
属
製
で
裏
に

コ
ル
ク
が
仕
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
上
手
に
は
ず
せ
ば
、

シ
ャ
ツ
な
ど
に
つ
け
る
バ
ッ
ジ

と
な
っ
た
。

　

遊
び
系
男
子
で
は
べ
っ
た
ん

（
め
ん
こ
）、ば
い
（
ベ
ー
ゴ
マ
）、

ラ
ム
ネ
玉
、
女
子
で
は
紙
石

鹸
、
お
は
じ
き
（
ビ
ー
玉
）、

消
し
ゴ
ム
や
シ
ー
ル
が
主
な

も
の
。
め
ん
こ
の
絵
柄
は
野

球
選
手
や
力
士
も
多
か
っ
た

が
小
学
生
に
ダ
ン
ト
ツ
の
人

気
は
「
市
川
雷
蔵
」「
嵐
寛

寿
郎
」
な
ど
チ
ャ
ン
バ
ラ
ヒ
ー

ロ
ー
。
今
の
よ
う
に
チ
ョ
ロ
Ｑ
、

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
や
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
な
ど
は
当
時
無
か

っ
た
が
、
子
供
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
主
流
は
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
例
え
ば
グ
リ

コ
の
お
ま
け
を
み
ん
な
が
集
め

て
自
慢
し
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
母
親
は
せ
っ
せ
と
ベ
ル
マ

ー
ク
を
集
め
て
学
期
末
の
参

観
日
に
持
参
し
て
い
た
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
隠
居
中

の
筆
者
も
旅
先
で
マ
ン
ホ
ー
ル

写
真
を
撮
る
な
ど
、
お
金
の

か
か
ら
ぬ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
ん
で
い
る
。（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com

昭
和
昭
和
昭
和

コ
レ
ク
シ
�
ン

ぼ
く
た
ち
の

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り 12



霊園管理事務所　〒273-0851　千葉県船橋市馬込町1120
な ご み の さ と れ い え んふ な ば し

2009年　PHP研究所より出版
著者：大念寺住職　大島　明サイン入りプレゼント

２８．５万円～２８．５万円～

アクセス　姉ヶ崎袖ヶ浦ＩＣより５㎞、木更津東ＩＣより５㎞
住　　所　袖ヶ浦市高谷１５３１
姉妹霊園「袖ヶ浦和みの丘霊園」は袖ヶ浦
の丘陵地に広がる恵まれた自然の中にあり
海抜45m以上の地山で地震に強く安心です。

永代使用料 １．５㎡

袖ヶ浦 和みの丘霊園
な ご み の お か れ い え ん

東
武
野
田
線

サミット マルエツ
●

●

●

● 馬込町
十字路

市営霊
園入口

馬込斎場入口
馬込斎場

至鎌ヶ谷駅

至船橋駅

市川
印西線

8

59

バス停「馬込斎場前」

馬込沢駅

至
中
山
競
馬
場

至
花
輪
イ
ン
タ
ー

デニーズ

鎌ヶ谷市

船橋市

船橋市

船橋市運動公園

大　念　寺

船
橋
我

孫
子
線

木下
街道 マクド

ナルド

現地ご案内開催中午前9時～午後5時（雨天実施）

船橋　和みの郷霊園　概要
所在地／千葉県船橋市馬込町1120
許可番号／船橋市第20-1号
総面積／約14,000㎡　　総区画数／1,139区画
設備／管理棟、法要堂、休憩所、水道設備、駐車場
事業主体／宗教法人　浄土宗　天上山　大念寺

T
V
ド
ラ
マ

「
遅
咲
き
の
ひ
ま
わ
り
」

ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し
た 0120-39-6547

お問い合わせ・お申し込みは（資料請求）

ホームページ 　http://www.753.or.jp
な ご み

見学者の方へ
粗品進呈
＊本券持参の方

第312回
写経会

法要堂での家族葬法要堂での家族葬

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

これからの霊園　これからのお寺これからの霊園　これからのお寺

合同墓合同墓

管理棟管理棟

管理棟

法要堂

管理棟

東

西

第二区画

第一区画

法要堂

法要堂

大念寺本堂大念寺本堂

２０１４年（平成２６年）７月２日（水） （４）第１６３号

04-7146-7312

お墓選びは、よく見て、
  よく考えて
お墓選びは、よく見て、
  よく考えて

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力
抜群の交通アクセス
JR船橋駅よりバスで15分、バス停「馬込斎場
前」下車すぐの好立地。最寄駅・東武野田線
「馬込沢駅」よりのんびり歩いて約12分と絶好
のアクセスです。

緑潤う豊富な自然環境
緑を多く取り入れた園内環境は来園者にやす
らぎと和みを提供します。

お墓は全て真東・真西向き
東はお釈迦様、西は阿弥陀様に見守られるあ
りがたい向きにお墓をたてることができます。

充実の近代的設備と管理体制
近代的なスタイルの管理棟と法要堂、休憩所、
駐車場を完備しており、管理人、僧侶が常駐して
おりますので、快適なお参りをサポートします。

園内はバリアフリー
全区画、どなたにもお参りしやすい、バリアフリー
設計を施しています。

安心の地震・津波対策
霊園は海抜25ｍ以上、地山に位置しておりますの
で、墓域全体が地震に強い設計となっています。
また、墓石は全て免震施工で建墓されております
ので安心です。
先の震災での被害は全くありませんでした。

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力

お寺の直接管理だから安心！お寺の直接管理だから安心！

宗教・宗派不問

生前建墓可

和みの霊園はすべて宗教・宗派を問いません。
どなたでもお求めになれます。また、他の寺院僧侶
も入ることができます。

ご遺骨のない方でも、生前にお求めになれます。

寄付金なし
和みの霊園は、寄付金等一切ございません。

大念寺

「念々寄席」毎月中頃の木曜開催（茶菓付き300円）「写経会（500円）」「法話会（無料）」毎月第1日曜開催

大念寺

第 二 区 画第 二 区 画

1.5㎡

1.7㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

6.0㎡

面　積 向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

540,000円
600,000円
620,000円
680,000円
720,000円
800,000円

1,150,000円
1,290,000円
1,520,000円
1,680,000円
2,300,000円
2,500,000円

10,000円

12,000円

15,000円

18,000円

20,000円

30,000円

1.5㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

面　積
第 一 区 画第 一 区 画

向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

　完　売　　
540,000円
640,000円
720,000円
960,000円

1,080,000円
1,280,000円
1,440,000円

9,000円

12,000円

15,000円

17,000円

※第一区画の6.0㎡は完売しましたので、第二区画でお求めください。

「
和
み
の
郷
霊
園
」
永
代
使
用
料
・
年
間
管
理
料

（
永
代
使
用
料
に
は
消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

便

環

方

  ご成約の方に
一冊プレゼント！
著者サイン入り
「本当の供養とは」
「どういきるのがいいのか」
 のヒントをくれる本。

●
出
版
数
、十
二
万
五
千
部
！

●
出
版
数
、十
二
万
五
千
部
！

大念寺で毎月開催の法話会
写経会・念々寄席には全国
から参加者が訪れます。馬込斎場に隣接の好立地馬込斎場に隣接の好立地

２千人以上を葬送したお坊さんのはなし２千人以上を葬送したお坊さんのはなし

「死んだらおしまい、
ではなかった」（PHP
刊）は発刊から４年
余り、じわりじわりと評
判を呼び、今年１月に
は12万5千部を突破
した。著者は浄土宗の
正僧正で天上山大念
寺の大島祥明住職。

新 合祠墓新 合祠墓

永代合同墓（御一人 10万円）完成永代合同墓（御一人 10万円）完成

法事会食法事会食 大念寺主催の
第276回 念々寄席
大念寺主催の
第276回 念々寄席

墓地全景
54万円～54万円～54万円～

永代使用料
 １．５㎡墓地全景 永代使用料
 １．５㎡

10万円10万円10万円永代祠堂料
（御一人）
永代祠堂料
（御一人）

永代祠堂料
（御一人）
永代祠堂料
（御一人）

合 同 墓

新 合祠墓
3.5万円3.5万円3.5万円

遺骨や位牌を共同墓地に合祀したお墓です。お墓を
継承する方がおられなくても、当霊園が責任を持って
永代供養と管理を行います。オプション設定もあります。

詳しくは管理事務所までご相談下さい。

法要法要

７月１日受付開始
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成
７月１日受付開始
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成

設

楽

安


